
鳥
取
大
医
学
部
が
世
界
に
誇
る

「
人
工
染
色
体
技
術
」を
駆
使
し
、

久
郷
教
授
の
基
礎
研
究
、
香
月
准

教
授
の
応
用
研
究
を
両
輪
と
し

て
、
創
薬
開
発
に
向
け
た
基
盤
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

細
胞
の
核
に
あ
る
染
色
体
は
、

生
命
の
設
計
図
と
も
い
わ
れ
、
遺

伝
子
を
秩
序
立
て
て
運
ぶ
。
い
わ

ば
船
（
ベ
ク
タ
ー
）
の
よ
う
な
も

の
。
ヒ
ト
の

本
の
染
色
体
上
に

は
２
万
個
の
遺
伝
子
が
載
っ
て
い

る
。久

郷
教
授
は
、
そ
の
染
色
体
を

細
胞
か
ら
取
り
出
し
移
す
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
技
術
を
確
立
。
５
番

染
色
体
に
が
ん
抑
制
遺
伝
子
が
あ

る
こ
と
を
発
見
す
る
な
ど
、
約

年
に
わ
た
り
染
色
体
工
学
の
研
究

に
力
を
注
い
で
き
た
。

久
郷
教
授
は
「
ゲ
ノ
ム
（
全
遺

伝
情
報
）
解
析
は
進
ん
だ
が
、
一

つ
の
遺
伝
子
で
現
象
が
解
明
で
き

る
ほ
ど
生
命
の
仕
組
み
は
簡
単
で

は
な
い
。
染
色
体
レ
ベ
ル
で
捉
え

る
研
究
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
」
と
話
す
。

香
月
准
教
授
は
、
そ
の
基
盤
と

な
る
染
色
体
工
学
を
利
用
し
て
、

２
０
０
８
年
に
「
人
工
染
色
体
ベ

ク
タ
ー
」
の
作
製
に
成
功
し
た
。

染
色
体
か
ら
全
て
の
遺
伝
子
を
取

り
除
き
、
空
の
染
色
体
に
さ
ま
ざ

ま
な
遺
伝
子
を
人
工
的
に
搭
載
す

る
技
術
で
、
特
許
を
取
得
し
て
い

る
。従

来
の
遺
伝
子
導
入
ベ
ク
タ
ー

が
バ
イ
ク
と
す
れ
ば
、
人
工
染
色

体
ベ
ク
タ
ー
は
大
型
客
船
ク
ラ
ス

で
、
巨
大
遺
伝
子
群
も
搭
載
で
き

る
特
徴
を
持
つ
。

香
月
准
教
授
が
、
同
ベ
ク
タ
ー

を
使
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

創
薬
研
究
だ
。
２
月
に
発
表
し
た
、

世
界
で
初
め
て
と
な
る
ヒ
ト
の
薬

物
代
謝
酵
素
の
遺
伝
子
群
を
持
つ

ラ
ッ
ト
作
製
も
そ
の
一
つ
。

医
薬
品
の
開
発
に
動
物
実
験
は

欠
か
せ
な
い
。
ヒ
ト
の
代
謝
に
近

い
動
物
で
あ
れ
ば
、
よ
り
安
全
性

が
予
測
で
き
る
。
マ
ウ
ス
に
比
べ

て
体
が
大
き
い
ラ
ッ
ト
で
は
、
薬

の
繰
り
返
し
投
与
も
可
能
で
、
新

薬
開
発
の
期
間
短
縮
や
コ
ス
ト
削

減
も
期
待
で
き
る
。

同
ベ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
モ
デ

ル
動
物
で
は
、
抗
体
医
薬
品
の
開

発
に
つ
な
が
る
「
完
全
ヒ
ト
抗
体

産
生
動
物
」
や
、
ダ
ウ
ン
症
や
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
治
療
薬
開
発

の
た
め
の
「
疾
患
モ
デ
ル
動
物
」

を
作
製
し
て
き
た
。
導
入
遺
伝
子

は
い
ず
れ
も
巨
大
で
、
同
ベ
ク
タ

ー
で
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
。

香
月
准
教
授
は
「
創
薬
支
援
ツ

ー
ル
が
整
い
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー

ト
地
点
に
立
っ
た
」
と
話
し
、
製

薬
会
社
と
の
今
後
の
共
同
研
究
に

期
待
を
寄
せ
る
。

基
礎
と
応
用
の
両
輪
で
創
薬

■世界に誇る人工染色体技術で創薬支援

人工染色体技術の研究に取り組む久郷教授 右 と
香月准教授

が
ん
の
新
た
な
治
療
法
と
し
て

注
目
を
集
め
る
「
が
ん
ウ
イ
ル
ス

療
法
」
に
取
り
組
み
、
製
薬
大
手

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
と
の
共
同
研
究

で
「
免
疫
賦ふ

活か
つ

遺
伝
子
搭
載
腫
瘍

溶
解
性
ウ
イ
ル
ス
」
を
開
発
。
産

学
連
携
で
鳥
取
大
初
の
創
薬
を
目

指
し
て
い
る
。

同
療
法
は
２
０
０
０
年
以
降
、

遺
伝
子
工
学
技
術
の
進
歩
で
急
速

に
進
展
。
体
内
に
侵
入
し
た
ウ
イ

ル
ス
が
が
ん
細
胞
を
攻
撃
す
る
こ

と
は
、
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

正
常
細
胞
に
作
用
せ
ず
、
が
ん
細

胞
だ
け
に
増
殖
す
る
ウ
イ
ル
ス
遺

伝
子
の
改
変
が
可
能
に
な
り
、
大

き
く
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

中
村
准
教
授
は
鳥
取
大
医
学
部

生
命
科
学
科
を
卒
業
後
、
遺
伝
子

治
療
の
最
前
線
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

に
５
年
間
留
学
。
こ
の
が
ん
細
胞

を
壊
す
腫
瘍
溶
解
性
ウ
イ
ル
ス
に

出
合
っ
た

年
に
帰
国

か
つ
て

天
然
痘
ワ
ク
チ
ン
に
使
わ
れ
安
全

性
に
実
績
が
あ
る
ワ
ク
シ
ニ
ア
ウ

イ
ル
ス
で
研
究
を
進
め
て
き
た
。

腫
瘍
溶
解
性
ウ
イ
ル
ス
は
、
が

ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
体
の
防
衛
シ
ス
テ
ム
か
ら
逃

れ
る
が
ん
細
胞
の
存
在
を
あ
ば

き
、
免
疫
機
能
を
誘
導
す
る
働
き

が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

全
身
に
転
移
し
た
が
ん
の
治
療
に

も
可
能
性
が
広
が
る
。

中
村
准
教
授
が
開
発
し
た
免
疫

賦
活
遺
伝
子
搭
載
腫
瘍
溶
解
性
ウ

イ
ル
ス
は
、
免
疫
機
能
を
活
性
化

す
る
複
数
の
遺
伝
子
を
搭
載
し
、

免
疫
を
最
大
限
高
め
た
こ
と
に
特

徴
が
あ
る
。

搭
載
と
非
搭
載
の
ウ
イ
ル
ス
と

で
は
効
果
に
ど
れ
ほ
ど
差
が
あ
る

の
か
。
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
腹
部
の

左
右
に
腫
瘍
を
移
植
、
ウ
イ
ル
ス

を
左
側
腫
瘍
に
の
み
投
与
し
た
。

非
搭
載
の
グ
ル
ー
プ
で
は
腫
瘍
の

死
滅
は
限
定
的
だ
っ
た
が
、
搭
載

し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
左
右
で
死
滅

ほ
ぼ
完
治
と
い
う
成
果
を
得
た
。

同
療
法
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
ヘ

ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
を
使
っ
た
世
界

初
の
製
剤
が

年
に
販
売
さ
れ

た
。
中
村
准
教
授
は
「
研
究
が
先

行
す
る
欧
米
と
競
合
で
き
る
付
加

価
値
の
高
い
〝
種
〞
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
た
。
臨
床
試
験
に
向
け

て
課
題
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

鳥
取
大
は

年
３
月
に
ア
ス
テ

ラ
ス
製
薬
と
商
品
化
に
向
け
て
独

占
契
約
を
締
結
、
４
〜
８
年
後
の

実
用
化
を
見
込
ん
で
い
る
。

■腫瘍溶解性ウイルスを産学連携で開発

中村貴史准教授 生体高次機能学

がんウイルス療法で創薬に取り組む中村准教授

正常海馬の３分の１にまで萎縮した
アルツハイマー病の患者の脳

２
０
２
５
年
に
は
高
齢
者
の
５

人
に
１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
６
割
以
上
を

占
め
る
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

で
、
根
本
治
療
薬
は
な
い
。
加
藤

准
教
授
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
へ

の
臨
床
応
用
を
目
指
し
、
創
薬
研

究
を
進
め
て
い
る
。

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
亡
く

な
っ
た
こ
の
患
者
さ
ん
の
脳
は
わ

ず
か
８
７
０
㌘
の
重
さ
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
正
常
な
１
歳
児
が
９
３

０
㌘
で
す
か
ら
、
極
め
て
萎
縮
の

度
合
い
が
高
い
」
と
加
藤
准
教
授

が
モ
ニ
タ
ー
を
示
し
た
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、
大
脳

皮
質
が
原
因
不
明
の
変
性
で
萎
縮

し
、
神
経
細
胞
が
死
滅
す
る
。
脳

に
特
徴
的
に
現
れ
る
の
が
、
「
老

人
斑は

ん

」と
呼
ば
れ
る
染
み
と
、「
神

経
原
線
維
」
と
呼
ば
れ
る
線
維
の

塊
。
神
経
細
胞
内
に
沈
着
し
た
ア

ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
や
、
リ
ン
酸
化

し
た
タ
ウ
蛋た

ん

白ぱ
く

が
原
因
と
さ
れ

る
。加

藤
准
教
授
は
、
ヒ
ト
遺
伝
子

導
入
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
モ
デ
ル

マ
ウ
ス
を
使
用
し
、発
症
後
に「
非

プ
リ
ン
型
キ
サ
ン
チ
ン
酸
化
還
元

酵
素
阻
害
剤
」
を
１
年
間
投
与
し

た
。
そ
の
結
果
、
老
人
斑
と
神
経

原
線
維
の
発
現
が
抑
制
で
き
た
。

副
作
用
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

実
は
こ
の
阻
害
剤
は
、
痛
風
の

治
療
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
加
藤

准
教
授
は
経
験
か
ら
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
生
か
せ
る
と
推
論
。

数
年
に
わ
た
り
研
究
開
発
に
取
り

組
ん
で
き
た
成
果
だ
っ
た
。

画
期
的
な
の
は
、
同
モ
デ
ル
マ

ウ
ス
の
症
状
を
評
価
す
る
方
法
と

し
て
、
鳥
取
大
の
医
・
農
・
工
学

部
の
連
携
で
「
簡
易
認
知
機
能
評

価
装
置
」
を
開
発
し
た
こ
と
。
特

殊
な
飼
育
ケ
ー
ジ
に
マ
ウ
ス
を
入

れ
る
と
、
わ
ず
か

分
間
で
行
動

を
映
像
解
析
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
か
ど
う
か
判
定
で
き
る
。
阻
害

剤
の
有
効
性
も
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
特
許
出
願

中
。
加
藤
准
教
授
の
教
室
で
の
取

得
・
出
願
中
の
特
許
は

を
数
え

る
。
研
究
を
支
え
て
き
た
の
は
、

病
理
解
剖
に
提
供
さ
れ
た
２
２
７

５
人
も
の
患
者
の
貴
重
な
デ
ー

タ
。
加
藤
准
教
授
は
一
人
一
人
の

症
例
を
記
憶
に
刻
ん
で
き
た
。

研
究
成
果
は
長
年
の
蓄
積
で
あ

り
財
産
。
加
藤
准
教
授
は
「
鳥
取

大
医
学
部
の
研
究
環
境
は
高
い
可

能
性
を
持
っ
て
い
る
。
意
欲
あ
る

高
校
生
を
待
っ
て
い
る
」
と
力
を

込
め
た
。

マウスからヒト新薬へ

■アルツハイマー病の新規治療薬を
目指す

加藤信介准教授 脳病態医科学

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
神
経
病
理
の
研
究
に

取
り
組
む
加
藤
准
教
授

鳥取大医学部（米子市西町、広岡保明学部長）では、創薬研究も

盛んだ。長寿と共に医学の進歩を支えた薬の力は大きい。産官学連

携で進む、がんやアルツハイマー病の創薬研究、世界最先端の染色

体工学を駆使した創薬支援ツール開発の取り組みを紹介する。

∪
∪
∪
∪
∪

下 創 薬
鳥取大学医学部の挑戦

人
類
が
病
気
を
克
服

す
る
た
め
に
は
、
新
し

い
治
療
法
や
薬
剤
の
開

発
は
不
可
欠
で
す
が
、

新
薬
が
市
販
さ
れ
る
ま

で
に
は
、
実
験
室
で
の

基
礎
研
究
、
動
物
で
の
効
果
、
人
体
で
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
多
く
の
難
関
が
あ
り
、
非
常
に
長
い
道
の

り
が
必
要
で
す
。
実
際
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ

れ
た
本
庶
佑
先
生
が
「
Ｐ
Ｄ
―
１
」
を
発
見
し
て

か
ら
薬
が
販
売
さ
れ
る
ま
で
、

年
以
上
か
か
っ

た
よ
う
で
す
。
鳥
取
大
学
医
学
部
で
も
、
多
く
の

研
究
者
が
、
が
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
難
病
に
苦

し
む
患
者
さ
ん
に
一
刻
で
も
早
く
新
薬
を
届
け
た

い
と
い
う
思
い
で
、
日
々
研
究
開
発
に
情
熱
を
傾

け
て
い
ま
す
。

連
載
３
回
目
の
今
回
は
、
鳥
取
大
学
医
学
部
で

の
新
薬
開
発
に
向
け
た
特
筆
す
べ
き
研
究
内
容
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。
す
べ
て
の
医
学
部
教
職
員
は

画
期
的
な
新
薬
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
に
笑
顔
が
戻

る
日
を
夢
見
て
い
ま
す
。

鳥
取
大
学
医
学
部
長

広
岡

保
明
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